
「
２
０
１
９
年
度
ゆ
き
と

進
み
ま
し
た
。
こ
の
日
ま
で

割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と

ど
い
た
教
育
を
求
め
る
国
会

に
集
約
さ
れ
た
署
名
は
８
万

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

議
員
要
請
行
動
・
全
国
署
名

２
５
６
２
筆
で
し
た
。
「
文

の
後
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

ス
タ
ー
ト
集
会
」
は
、
７
月

科
省
は
ガ
ン
バ
レ
ー
」
と
い

は
、
高
校
生
・
保
護
者
等

か
ら
意
見
が
表
明
さ
れ

５
日
に
行
わ
れ
、
長
崎
高
教

う
予
算
増
額
に
向
け
て
の
エ

ま
し
た
。

組
か
ら
１
人
、
父
母
の
代
表

ー
ル
を
込
め
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ

最
後
に
、
各
都
道
府

と
し
て
新
婦
人
長
崎
支
部
か

コ
ー
ル
が
印
象
的
で
し
た
。

県
の
目
標
・
ひ
と
こ
と

ら
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
徒
歩
で
「
星
陵

ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
、

ま
ず
、
衆
議
院
第
二
議
員

会
館
」
に
移
動
し
、
全
国
署

長
崎
も
私
学
と
合
わ
せ

会
館
で
意
思
統
一
集
会
が
行

名
ス
タ
ー
ト
集
会
が
行
わ
れ

て
２
万
筆
を
目
標
と
す

歳
選
挙
権
が
実
現
し
て

わ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い

ま
し
た
。
基
調
報
告
で
は
、

る
こ
と
を
表
明
し
ま
し

18
主
権
者
教
育
の
重
要
性
が
強

さ
つ
、
国
会
情
勢
報
告
、
全

こ
れ
ま
で
の

年
間
で
約
４

た
。
目
標
達
成
に
向
け

30

調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
教
職

国
か
ら
の
発
言
、
行
動
提
起

億
６
０
７
８
万
筆
を
集
約
し

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

員
自
身
が
、
し
っ
か
り
主
権

と
会
は
進
み
ま
し
た
が
、
長

教
育
条
件
整
備
に
大
き
な
役

（
鍛
治
）

者
と
し
て
行
動
し
、
自
分
た

時
間
労
働
の
実
態
と
そ
の
厳

ち
国
民
が
政
治
を
動
か
し
て

し
さ
を
訴
え
る
「
全
国
か
ら

い
る
こ
と
を
実
感
し
な
け
れ

の
発
言
」
に
は
、
参
加
者
か

ば
、
生
徒
に
投
票
権
の
重
要

ら
同
意
を
示
す
う
な
ず
き
が

性
を
語
れ
ま
せ
ん
。
職
場
で

多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。
終
了

選
挙
や
政
治
の
話
を
し
て
、

後
、
高
教
組
は
国
会
議
員
要

｢

必
ず
選
挙
に
行
こ
う｣

と
声

請
行
動
に
、
新
婦
人
は
財
務

を
か
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

省
要
請
行
動
に
参
加
し
ま
し

た
。午

後
、
文
部
科
学
省
前
に

移
動
し
て
、
え
が
お
署
名
提

出
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約

人
が
参
加
し
て
、
主
催

90
者
あ
い
さ
つ
、
参
加
者
か
ら

の
意
見
表
明
、
提
出
行
動
と

組合は であい ふれあい たかめあい

「選挙に行って 政治を変えよう！」の声を職場の中に広げよう
参議院議員選挙（7月21日投票）は政治革新のチャンスです

「市民連合」作成のパンフレットより

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日

（
７
月

日
）
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

21

こ
の
選
挙
は
、
安
倍
自
公
政
権
が

進
め
て
き
た
憲
法
を
無
視
し
た
政

治
か
ら
、
立
憲
主
義
を
回
復
し
、

教
育
予
算
の
大
幅
増
、
年
金
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
保
障
の
拡
充
な

ど
、
私
た
ち
の
要
求
が
反
映
さ
れ

る
政
治
に
転
換
す
る
た
め
の
絶
好

の
機
会
で
す
。「
選
挙
に
行
っ
て
、

政
治
を
変
え
よ
う
」
と
い
う
声
を

職
場
の
中
で
広
げ
ま
し
ょ
う
。

左
の
図
は
、
過
去

年
間
に
実

10

施
さ
れ
た
解
散
総
選
挙
で
の
投
票

率
と
選
挙
結
果
を
示
し
た
も
の

投
票
率
に
よ
っ
て
選
挙
結

果
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

で
す
。

年
の
総
選
挙
で
は
、
政

09

治
の
転
換
に
期
待
す
る
有
権
者
が

数
多
く
投
票
し
た
結
果
、
自
民
党

は
大
敗
し
、
政
権
交
代
が
実
現
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
の

も
と
で
実
施
さ
れ
た

年
・

年

14

17

で
は
、
投
票
率
は
よ
う
や
く

％
50

を
超
え
る
程
度
。
ほ
ぼ
半
数
の
有

権
者
が
投
票
し
て
い
ま
せ
ん
。

図
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

自
民
党
が
比
例
で
獲
得
し
た
得
票

は
大
敗
し
た

年
よ
り
減
っ
て
い

09

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、｢

安
倍
１

強｣

と
言
わ
れ
る
政
治
情
勢
が
続

い
て
い
ま
す
。
小
選
挙
区
制
の
弊

害
が
如
実
に
表
れ
て
い
ま
す
が
、

年
並
に
投
票
率
が
上
が
れ
ば
大

09き
な
変
化
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と

も
言
え
ま
す
。

雨の中で投票をよびかける「市民

連合」の宣伝行動（7/13 長崎市）

2019年度ゆきとどいた教育を求める要請行動に参加して

今回初めて参加させていただきましたが、教員の不足と１日24時間では対応で

きない仕事の多さなど厳しい労働環境、子どもたちも長時間の授業を強いられ、

多くの子がわからなくても授業を進めざるを得ない現状や特別支援学校・学級に

「設置基準」がないために、この10年で２倍以上に増えているのに学校の新設・

増設がなされず、学ぶ場を十分に提供できないなど、現場の生の声を聞き、あま

りのすさまじさに衝撃を受けました。

財務省要請では、35人以下学級や教職員定員の改善、教育の無償化、学校の耐

震化・洋式トイレや教室のエアコンの普及などを求めましたが、「学校教育を良く

したいというのは共通認識。ただ、国の借金がある中でお金を使うということは、

その子どもたちの未来に借金を負わせてしまうので良くない」、「教員を増やす前

に、まずは教員の働き方改革を進めなければいけない」などと述べました。国の

借金は教育を充実させたからではないのに予算の使い方に疑問を持っていないこ

と、教育現場を知らず、机上の予算だけで教員を計っていることなど政府の考え

が垣間見えました。

財務官僚の発言に憤っていたなか、教育全国署名スタート集会では、生徒会で

署名を集めている高校生から「署名を集めるにあたり憲法や子どもの権利条約を

学習し、救貧としての私学助成ではなく、学ぶ権利としての私学助成であるとの

認識に至った」と素晴らしい発言があり、参加者を励ましました。集めている署

名の数も大東学園４万筆、旭丘高校５万筆と高校生の頑張りに驚き、お金の心配

なく学びたいという切実な思いに応えられる取り組みが求められていると強く思

いました。

貴重な機会を与えていただき、ありがとうございました。

新日本婦人の会長崎支部 中西明香

教
育
全
国
署
名
ス
タ
ー
ト
集
会

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
教
育
予
算
の
大
幅
増
額
を
！

文
部
科
学
省
前
で
の

え
が
お
署
名
提
出
行
動

集会で意見表明する高校生

長
崎
の
目
標
を
表
明

す
る
鍛
治
委
員
長

ま
ず
、
教
職
員
自
身
が
主

権
者
と
し
て
行
動
し
よ
う

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号
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5 (095)-827-5882
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日
高

午
後
か
ら
の
勤
務
だ
が
、
常

中
島

代
議
員

勤
だ
っ
た
。
そ
れ
が
部
活
動

代
議
員

(

佐
工
全)
指
導
員
に
な
り
、
収
入
が
激

(

鹿
町
工)

減
し
て
別
の
職
を
見
つ
け
な

部
活
動
指
導
員
の
配
置
が

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
生

年
前
に

人
学
級
実
現

30

30

始
ま
り
、
佐
工
に
も
配
置
さ

徒
が
指
導
し
て
も
ら
え
る
時

を
求
め
る
署
名
が
始
ま
っ
た

れ
た
。
配
置
さ
れ
た
の
は
昨

間
も
減
り
、
結
果
的
に
、
本

時
は
、
現
実
的
で
は
な
い
と

年
度
ま
で
は
ス
ポ
ー
ツ
専
門

人
も
学
校
も
損
害
を
受
け
る

反
対
し
て
い
た
が
、
今
は
現

員
だ
っ
た
人
。
昨
年
ま
で
は

形
に
な
っ
て
い
る
。

実
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

生
徒
減
が
進
ん
で
い
る
が
、

前
田

た
時
間
に
応
じ
て
支
給
さ
れ

少
人
数
学
級
に
な
れ
ば
、
ク

代
議
員

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ラ
ス
数
を
維
持
で
き
る
。
工

(

佐
北)

予
算
は
決
ま
っ
て
い
る
の
だ

業
高
校
で
は
、

人
く
ら
い

35

か
ら
、
毎
月
定
額
で
支
給
し

に
な
ら
な
い
と
支
援
を
要
す

佐
北
の
部
活
動
指
導
員
は

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

る
生
徒
も
含
め
て
実
習
を
す

野
球
部
に
配
置
さ
れ
て
い

う
。

る
の
は
危
険
だ
。
こ
の
問
題

る
。
報
酬
は
、
毎
月
指
導
し

は
未
組
の
人
も
含
め
て
強
い

要
求
に
な
る
。
未
組
の
人
に

井
野
口

高
体
連
に
部
活
動
指
導
員

も
分
か
り
や
す
く
て
、
現
実

代
議
員

は
専
門
委
員
に
な
れ
る
か
問

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
活
動

(

佐
商)

い
合
わ
せ
た
ら
、
で
き
な
い

を
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
引
率

る
と
思
う
。

空
手
の
指
導
を
し
て
い
る

は
で
き
る
が
、
専
門
委
員
に

溝
上

が
、
県
内
で
指
導
者
が
減
っ

は
な
れ
な
い
。
上
手
に
使
う

代
議
員

て
き
て
い
る
。
日
大
で
は
再

こ
と
が
で
き
る
職
と
し
て
作

(

佐
中
夜)

任
用
が
終
わ
っ
た
人
が
指
導

ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い

員
を
し
て
い
る
。

る
。

佐
中
夜
で
は
、
昨
年
度
か
ら

エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ス
が
で

井
川

で
調
べ
て
知
ら
せ
て
ほ
し

き
て
、
２
時
半
か
ら
生
徒
が

代
議
員

い
。
要
求
と
し
て
は
、
部
活

登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(

諌
商)

動
指
導
員
と
ス
ポ
ー
ツ
専
門

以
前
は
夜
間
の
生
徒
が
来
る

員
の
ど
ち
ら
を
す
る
か
選
べ

ま
で
の
４
時
間
程
の
時
間
で

い
く
つ
か
の
学
校
か
ら
部

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
生

生
徒
の
情
報
交
換
や
打
ち
合

活
動
指
導
員
の
状
況
に
つ
い

き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
て

わ
せ
等
を
し
た
上
で
生
徒
指

て
報
告
が
あ
っ
た
が
、
他
の

働
け
る
よ
う
な
社
会
で
な
い

導
が
で
き
た
が
、
そ
れ
が
で

学
校
は
ど
う
な
の
か
、
本
部

と
い
け
な
い
と
思
う
。

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
生
徒

佐
藤

い
る
。
ま
た
、
問
題
が
外
に

が
多
い
の
に
、
保
護
者
と
の

代
議
員

漏
れ
な
い
よ
う
機
密
が
守
ら

面
談
の
時
間
も
と
り
に
く
く

(

長
商)

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題

な
っ
て
い
る
。
不
登
校
だ
っ

も
あ
る
し
、
癒
着
に
つ
い
て

た
生
徒
の
学
び
直
し
の
指
導

県
は
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
受
験
に
補

の
疑
念
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

や
３
卒
制
に
と
も
な
う
業
務

助
を
出
し
て
い
る
が
、
業
者

も
、
な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

も
あ
り
、
教
職
員
を
増
や
し

試
験
に
公
金
を
支
出
す
る
こ

業
者
の
人
が
い
る
の
か
と
い

て
い
ろ
い
ろ
な
指
導
が
で
き

と
に
大
き
な
問
題
を
感
じ
て

う
場
面
が
あ
っ
た
。

る
体
制
を
整
備
す
べ
き
だ
。

組合は であい ふれあい たかめあい

第

回
定
期
大
会
で
の
討
論
（
続
報
）

90現
行
の
教
育
行
政
の
問
題
点
と
教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て
の
発
言
が
相
次
ぐ

昼休みのドライブレコーダー

抽選会で当選した皆さんの笑顔

【本部執行部からのよびかけ】

この夏、すべての分会で１人（以上）の拡大をめざしてがんばりましょう！
すべての未組合員へ声かけ・対話を 声かけを待っている未組合員が近くにいます

7月４日付「総特発4号」で、各分会に7月～8月の拡大のとりくみをお願いしています。早速、長

崎工業全日制分会から「１人加入」の、この夏の拡大とりくみの弾みとなるうれしい報告がありま

した。長崎工業全日制分会は、未組へ日常的に会話を心がけ、それが加入へつながっています。「声

をかけられることをまっていた」、全国の会議で報告された加入者の声です。長崎でも「待っている」

未組がすぐ近くの席にいます。

◇とりくみの基本の流れ
職場集会（分会慰労会＜昼食会・夜の懇親会＞）→集中期間で１人以上の拡大を目標に声かけ・

対話→みんなで話してみたいことや全教共済等をテーマにした「もぐもぐカフェ」等のとりくみ

→拡大へ

◇7月のとりくみのポイント
職場集会を開きましょう ※集まって、楽しく、拡大に向けて、増やす人を増やそう

①分会の「１人拡大を必ずやるぞ！」の機運を高める。

②集中期間スタート日の設定。

③加入させたい対象者１人または複数者の確定。

④6月26日付発送の「長時間労働是正、働きやすい職場づくりのための一斉要求アンケート」の組

合員の記入。

⑤８月の、みんなで話してみたいことや全教共済等をテーマにした「もぐもぐカフェ」等の計画。

※「もぐもぐカフェ」が難しい分会は、分会独自の集中期間の設定。

分会長からの職場集会の呼びかけを待つのではなく、職場集会をやろうと各組合員が声をかけ

誘い合うことが大事です。（「チラシ」～仲間を増やすのは仲間、職場集会に集まります～」はお

手元に届いていると思います。届いていなければ分会長にお尋ねください）

◎一人分会では、組合に入ってほしい人へ、引き続き声かけ・対話をお願いします。

◎「総特発4号」では職場集会開催の集中期間を7月19日までとしていますが、まずは組合員が集

まり・つながり、職場で１人以上の拡大のために動くことが大事です。集中期間に関わらず、

ぜひ7月末までをめどに職場集会をもちましょう。

◇８月のとりくみのポイント

みんなで話してみたいことや全教共済等をテーマにした「もぐもぐカフェ」等の開催

○職場の関心の高いテーマ

○子どもや教育に関わるテーマ

※上記のテーマ以外にも「全教共済」「全教自動車保険」等の学習会の開催も計画してください。

本部からチューターを派遣します。

職場集会で拡大の動きをつくり、対象者の未組と対話し参加を積極的に呼びかけます。

◎「もぐもぐカフェ」が実施困難な場合には、分会独自で対話集中期間を設定し、声かけ・対話

をすすめてください。

◇できるときに、できる範囲で、継続してのスタンスで、一人ではなくチームワークで、一人ひ

とりの持ち味や長所を生かし、声かけ・対話をします。

◇高教組新聞・教採対策学習会、夏季教研チラシ、一斉アンケート、せんせいふやそう「１枚１

人用」署名等を使って対話をしましょう。※高教組の活動を紹介します

定
期
大
会
で
の
一
コ
マ

平和行進が始まります
多くの皆さんの参加を期待しています

(2) 第1687号 2019年7月15日(月)
昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞


